
欧
露
の
果
て
に
　 

滋
賀
県
　
松
吉
勝
司
　 

最
後
の
所
属
、
関
東
軍
工
兵
幹
部
教
育
隊
、
満
州
チ
チ
ハ
ル

よ
り
総
司
令
部
命
に
よ
り
撤
退
。
八
月
十
五
日
（
八
月
十
六

日
？
）
ハ
ル
ビ
ン
駅
頭
、
朝
の
光
に
濡
れ
た
伊
藤
博
文
の
胸
像
。

片
面
白
紙
の
満
州
日
報
の
終
戦
の
詔
勅
。
教
育
よ
り
帰
隊
中
の

原
所
属
独
工
一
二
の
我
が
中
隊
付
き
井
上
准
尉
よ
り
全
軍
の
終

戦
を
知
る
。

○
大
御
心
に
　
涕
（
な
）
き
つ
つ
も

雄
心
（
を
ご
こ
ろ
）
　
抑
え
　
牙
引
き
て

あ
あ
　
防
人
の
　
現
（
う
つ
）
し
身
に

悲
し
　
虜
囚
の
　
夢
幾
夜

八
月
九
日
入
校
の
特
甲
幹
に
武
人
の
躾
教
え
つ
つ
海
林
に
入

る
。
軍
刀
、
眼
鏡
、
兵
は
銃
器
を
捨
て
て
兵
器
■
跡
の
収
容
所

へ
。
候
補
生
と
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
、
短
歌
会
。
そ
の
中
の

だ
れ
か
の
作
、

○
戦
い
に
　
負
け
て
は
な
ら
ぬ
　
や
つ
れ
果
て
た

あ
の
避
難
民
の
　
顔
を
見
た
と
き

は
今
も
忘
れ
難
い
。
背
に
既
に
生
命
な
き
児
の
骸
を
負
っ
て
、

と
も
に
夏
草
の
間
に
眠
っ
た
断
髪
の
若
い
母
の
姿
も
ま
た
心
に

痛
い
。
○
や
す
り
も
て
　
御
紋
章
消
す
　
兵
あ
り
き

た
だ
黙
し
お
り
　
牙
す
て
し
身
に

既
に
糧
乏
し
く
心
荒
れ
る
兵
も
あ
る
。
野
蒜
（
ノ
ビ
ル
）
を

掘
る
。
○
海
林
の
野
の
　
秋
草
に

訣
れ
て
　
愛
し
　
五
十
人
の

子
等
（
お
し
え
ご
）
の
行
末
　
案
じ
つ
つ

流
れ
　
落
ち
ゆ
く
　
牡
丹
江

特
甲
幹
五
十
人
と
訣
れ
る
。
十
一
月
三
日
佳
節
、
将
校
大
隊

と
し
て
牡
丹
江
発
。

○
祖
国
の
空
は
　
菊
花
咲
く

佳
節
の
晨
（
あ
さ
）
の
　
旅
立
ち
や

馴
れ
し
　
満
州
野
の
　
夕
暮
れ
よ

名
残
の
宵
の
　
綏
粉
河



ボ
グ
ラ
ニ
チ
ナ
ヤ
よ
り
入
ソ
、
列
車
、
北
斗
七
星
に
向
か
っ

て
走
る
。

○
北
辰
凍
つ
る
　
沿
海
の

山
よ
　
林
よ
　
野
よ
　
河
よ

あ
は
れ
　
帰
還
の
　
夢
絶
え
し

ビ
ギ
ン
の
街
の
　
雪
の
色

○
送
り
し
　
作
業
大
隊
の

見
る
に
　
い
た
け
き
ラ
ボ
ー
タ
や

「
完
勝
」
の
名
を
　
負
い
し
身
に

あ
あ
　
敗
残
の
　
恨
み
か
な

沿
線
既
に
作
業
に
従
事
す
る
兵
士
を
見
る
。
ビ
ギ
ン
の
駅
標

に
北
行
を
覚
悟
す
る
。

○
夕
べ
　
降
り
た
つ
　
バ
イ
カ
ル
の

湖
（
う
み
）
の
汀
（
み
ぎ
わ
）
の
　
さ
ざ
れ
波

旅
路
の
塵
は
拭
へ
ど
も

憂
い
盡
き
せ
ず
　
イ
ル
ク
ー
ツ
ク

初
め
て
の
バ
ー
ニ
ヤ
、
■
せ
た
る
将
校
大
隊
哀
れ
。
バ
イ
カ

ル
は
未
だ
凍
ら
ず
。
岸
辺
に
水
汲
み
て
洗
面
。

○
千
里
雪
野
に
　
鳥
も
見
ず

笛
声
長
く
　
尾
を
■
き
て

火
輪
は
駆
く
る
　
果
て
も
な
き

旅
路
の
夜
の
　
寝
（
い
）
ね
が
た
き

○
ウ
ラ
ル
の
山
の
　
朝
吹
雪

あ
あ
時
到
り
　
機
を
得
な
ば

懸
軍
は
ろ
か
　
長
駆
し
て

施
旗
（
み
は
た
）
を
　
樹
つ
る
べ
か
り
し
に

か
く
て
欧
亜
の
境
標
を
越
え
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
る
。
貨
車
の

起
伏
　
既
に
二
十
日
余
日
。

○
ペ
ン
ザ
の
駅
の
　
朝
の
雲

ウ
ク
ラ
イ
ナ
指
し
　
ゆ
く
旅
や

流
れ
の
果
て
は
　
さ
び
し
ら
の

雪
の
仮
屋
に
　
結
ぶ
夢

白
い
雪
、
く
ろ
ぐ
ろ
と
オ
ロ
シ
ア
の
杜
（
も
り
）

、
足
引
き

ず
り
て
■
る
は
ラ
ー
ダ
収
容
所
へ
の
道
。
土
窟
兵
舎
に
眠
る
。

ド
イ
ツ
兵
の
落
書
き
あ
り
。

伐
採
作
業
始
ま
る
。
将
校
尉
官
若
さ
は
力
、
作
業
隊
と
し
て

ゴ
ル
ド
フ
に
発
つ
。
北
鮮
清
津
に
戦
っ
た
父
の
安
否
を
そ
の
部

隊
長
に
聞
き
に
ゆ
く
。



○
異
境
の
果
て
に
　
聞
く
父
の

そ
の
散
り
際
の
　
雄
々
し
さ
に

神
の
摂
理
を
　
現
し
身
を

心
に
　
涕
き
し
　
幾
夜
か
も

職
業
軍
人
た
る
も
の
生
き
延
び
て
、
老
兵
父
の
戦
に
果
て
た

る
運
命
を
呪
う
。
大
和
な
る
母
未
だ
知
ら
ず
。
ゼ
ム
リ
ャ
ン
カ

の
夢
安
ら
か
な
ら
ず
。

○
凍
て
つ
く
夜
の
　
ペ
ー
チ
カ
に

あ
あ
　
郷
愁
の
火
は
　
燃
え
て

小
暗
き
窓
（
と
ぼ
そ
）
　
す
か
し
見
る

家
郷
も
　
同
じ
　
星
の
影

新
し
い
年
は
巡
れ
ど
　
ラ
ボ
ー
ト
は
続
く
。

○
あ
あ
　
白
樺
の
　
木
の
間
洩
る
。

初
日
　
拝
（
お
ろ
が
）
み
　
誦
（
ず
）
し
ま
つ
る

大
御
言
葉
の
畏
こ
さ
に

我
が
身
の
罪
の
　
嘆
か
れ
て

（
陸
海
軍
人
に
た
ま
わ
り
た
る
勅
語
）

〇
森
呀
（
こ
だ
ま
）
す
る
　
斧
の
音

大
樹
　
轟
ろ
と
　
倒
れ
ゆ
く

乏
し
ら
の
糧
　
か
こ
ち
つ
も

業
に
馴
れ
来
し
　
昨
日
今
日

森
（
し
ん
）
と
し
た
杜
の
中
、
二
人
で
引
く
鋸
の
き
し
み
、

風
を
起
こ
し
て
倒
れ
る
木
の
下
に
な
る
戦
友
も
い
た
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
の
捕
虜
に
会
っ
た
の
も
こ
の
ゴ
ル
ド
フ
の
杜
の

中
で
あ
っ
た
。

○
閉
じ
し
　
氷
の
下
潜
（
く
ぐ
）
り

春
　
告
げ
わ
た
る
　
水
の
声

白
樺
の
道
　
踏
み
残
る

深
山
の
雪
　
の
踏
み
が
て
に

白
樺
に
若
い
み
ど
り
の
芽
が
出
た
。
ビ
タ
ミ
ン
と
て
摘
ん
で

は
口
に
す
る
。
食
の
足
し
に
す
る
野
草
も
萌
え
出
る
春
の
到
来

で
あ
る
。

○
風
車
し
づ
か
に
　
回
（
め
ぐ
）
る
原

欧
露
に
　
春
は
来
つ
れ
ど
も

ヴ
ォ
ル
ガ
に
続
く
　
河
面
浮
く

水
泡
（
み
な
わ
）
に
似
た
る
　
希
（
ね
が
）
ひ
か
な

ポ
ケ
ッ
ト
の
底
に
残
る
黒
パ
ン
の
屑
を
さ
ぐ
り
な
が
ラ
ボ
ー

タ
は
続
く
。
チ
ェ
ン
ス
ト
ロ
イ
の
壕
舎
を
出
て
杜
に
入
り
、
作



業
を
終
わ
っ
て
の
帰
路
は
、
人
間
の
肩
で
挽
く
橇
で
伐
採
し
た

木
材
を
河
畔
へ
の
集
積
、
そ
の
橇
も
溶
け
て
ゆ
く
雪
と
と
も
に

挽
き
づ
ら
く
な
る
。
ト
ラ
ッ
ク
（
ス
チ
ュ
ー
ド
ベ
ー
カ
ー
）
が

動
き
出
し
た
。

遠
く
タ
ン
ボ
フ
の
街
に
上
る
炊
煙
は
、
人
の
棲
む
所
、
あ
た

た
か
い
人
の
温
も
り
の
あ
る
と
こ
ろ
と
恋
し
く
、
女
囚
の
■
の

赤
さ
と
白
い
歯
に
ほ
ん
の
り
性
を
感
ず
る
。

そ
し
て
六
月
、
帰
還
の
知
ら
せ
が
き
た
。
小
さ
い
汽
車
の
挽

く
団
平
船
の
底
に
肩
を
寄
せ
て
、
材
木
の
積
荷
と
と
も
に
皆
の

住
む
ラ
ー
ゲ
ル
に
帰
る
。

ダ
モ
イ
の
■
が
高
ま
る
。
往
路
と
同
じ
貨
車
に
揺
ら
れ
て
東

に
向
か
う
列
車
行
、
皆
の
心
に
明
る
い
灯
が
点
っ
た
。
時
は
も

う
夏
。
○
雪
原
は
ろ
か
　
た
た
な
は
る

其
の
面
影
は
　
今
い
づ
こ

緑
ゆ
た
け
き
北
欧
の

車
窓
の
語
り
　
絶
え
ざ
り
し

帰
れ
る
と
い
う
の
は
は
か
な
い
願
い
で
あ
っ
た
。
夢
を
載
せ

て
轟
々
と
ボ
ォ
ル
ガ
を
渡
る
列
車
は
、
半
日
も
経
ず
、
止
ま
っ

て
も
う
動
か
な
か
っ
た
。
北
の
下
車
駅
キ
ズ
ネ
ル
。
南
へ
八
十

キ
ロ
、
草
原
に
寝
て
三
日
、
汚
れ
た
日
本
人
の
列
が
カ
マ
河
畔

（
ヴ
ォ
ル
ガ
の
大
支
流
ウ
ラ
ル
山
系
に
発
す
る
）
は
エ
ラ
ブ
ガ

の
街
に
入
っ
た
。
一
万
人
近
い
関
東
軍
（
ク
ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
ー
ス

カ
ヤ
ア
ル
ミ
ィ
ア
）
の
将
校
を
集
め
た
僧
院
跡
の
虜
舎
。

尖
塔
の
金
の
十
字
架
（
ク
ル
ス
）
も
色
あ
せ
て
、
内
庭
の
■

瓦
の
壁
の
胸
の
高
さ
横
に
連
な
っ
て
銃
弾
の
痕
。

悲
し
き
名
よ
、
日
本
軍
戦
時
捕
虜
（
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
ヴ
ォ
エ

ン
ヌ
ィ
プ
レ
ン
ヌ
ィ
）

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
二
年
、
虜
囚
の
ラ
ボ
ー
タ
は
続
い
た
。
森

に
木
を
伐
り
、
■
瓦
の
壁
を
積
み
、
■
を
掘
り
、
泥
炭
を
切
り
、

腰
ま
で
の
雪
を
分
け
て
森
に
入
り
、
腰
ま
で
の
ヴ
ォ
ル
ガ
の
水

に
漬
か
っ
て
筏
を
解
い
た
。
倉
庫
番
を
と
も
に
し
た
独
空
軍

（
フ
ォ
ッ
ケ
ウ
ル
フ
）
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ラ
ン

ケ
、
独
兵
と
の
間
の
児
を
抱
い
て
鉄
条
網
の
外
に
た
た
ず
む
ネ

ッ
カ
チ
ー
フ
の
ソ
ビ
エ
ト
の
若
い
妻
…

十
月
の
終
わ
り
、
ヴ
ォ
ル
ガ
川
は
凍
り
始
め
る
。
カ
ザ
ン
通

り
の
白
い
外
輪
船
は
去
り
、

帰
国
の
可
能
性
し
ば
ら
く
絶
え
る
。

マ
ロ
ー
ズ
の
中
に
橇
を
挽
き
、
斧
を
振
る
う
。
ラ
ー
ゲ
ル
に
帰



る
昏
れ
た
道
端
の
家
の
窓
に
ペ
チ
カ
の
火
は
あ
か
あ
か
と
燃
え
、

二
重
窓
の
ベ
ゴ
ニ
ア
の
花
の
紅
が
目
に
痛
い
。

凍
え
き
っ
た
ラ
ー
ゲ
ル
の
起
居
も
、
そ
れ
な
り
に
耐
え
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
四
七
年
の
冬
近
く
、
終
わ
り

に
近
い
船
便
は
我
々
を
カ
ザ
ン
に
運
び
、
本
当
の
ダ
モ
イ
の
確

証
を
乗
せ
て
列
車
は
ウ
ラ
ル
山
脈
を
東
に
越
え
る
。
ス
ベ
ル
ド

ロ
フ
ス
ク
（
エ
カ
テ
リ
ン
ブ
ル
ク
）
の
夜
の
空
に
生
産
の
火
は

赤
く
、
沿
線
に
な
お
ラ
ボ
ー
タ
の
日
本
兵
士
も
ま
だ
見
え
る
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
を
ナ
ホ
ト
カ
ヘ
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
の
い
じ
め
も
こ
ら

え
て
触
れ
る
日
本
海
の
水
は
冷
た
い
。

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
十
二
月
、
最
終
の
こ
の
年

の
帰
還
船
「
雲
仙
丸
」
は
函
館
に
入
っ
た
。

父
亡
き
故
郷
の
母
に
、
許
さ
れ
た
字
数
の
電
報
を
打
つ
。

ミ
ト
セ
ヘ
テ
　
カ
エ
ル
ミ
ナ
ト
ノ
　
ヒ
サ
メ
カ
ナ
　
ブ
ジ

カ
ツ
シ

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
　 

静
岡
県
　
鈴
木
伊
太
郎
　 

明
治
四
十
四
年
三
月
一
日
、
小
笠
軍
土
方
村
下
土
方
二
八
六

六
番
地
に
お
い
て
出
生
。
大
正
十
五
年
三
月
、
土
方
尋
常
高
等

小
学
校
卒
業
。
農
業
手
伝
い
。
家
族
―
父
母
、
兄
夫
婦
、
弟
、

本
人
、
六
人
。
昭
和
六
年
徴
兵
検
査
、
甲
種
合
格
く
じ
の
が
れ
、

第
一
補
充
兵
と
な
る
。
昭
和
八
年
四
月
十
二
日
、
小
笠
軍
大
坂

村
三
七
八
一
番
地
、
鈴
木
左
次
馬
の
養
子
と
な
る
。
昭
和
十
四

年
六
月
十
日
、
満
州
黒
龍
江
省
慶
城
県
華
陽
開
拓
団
へ
入
植
。

昭
和
十
五
年
、
家
族
皆
渡
満
、
農
業
を
営
む
。

昭
和
十
九
年
三
月
十
日
、
満
州
戦
車
七
連
隊
（
一
三
〇
四

二
）
部
隊
召
集
、
入
隊
（
勃
利
）

。
兵
器
は
中
位
。
動
員
令
に

て
南
方
行
き
、
整
備
を
十
分
に
し
て
出
動
。
一
部
残
留
と
な
る
。

残
留
兵
と
転
属
兵
と
で
戦
車
三
十
五
連
隊
（
一
三
〇
四
二
）
部

隊
編
制
。
戦
車
は
残
り
物
で
悪
い
。
整
備
し
て
使
う
。
兵
器
は

旧
式
が
多
か
っ
た
。
軍
服
は
防
寒
服
ま
で
上
等
の
も
の
が
そ
ろ




